
決算書掲載頁　P177

内
訳

市が所有する約３００ｈａの森林について、保全と利用の両面において、市域のモデル林づくりを進めるため、森林整備を
推進する。

市有林施業計画に基づく森林整備を推進し、その公益的機能の維持増進を図り、保全と利用のモデル林づくりを進め
る。
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市所有森林の整備の前提となる地籍調査を実施するとともに、間伐等の森林整備を推進する。

事
業
費
・
財
源

事業費

一人あたり

世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費

公債費 評
価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

8,486

75

180

4,122

4,364

0

632

1,221

0

2,269

事業費 4,122

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
情
報
・
評
価

所管課

市が所有する約３００haの森林について、保全と利用の両面において、市域のモデル林づくりを進めるため、森林整備を
推進する。
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河内長野市民

市有林施業計画に基づく森林整備を推進し、その公益的機能の維持増進を図り、保全と利用のモデル林づくりを進め
る。
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事業：市所有森林管理事業                              

市が所有する約 300ha の森林について、市域全体の森林のよきモデルとして、よりよい自然環境の形成など森林

の持つ様々な機能が高度に発揮される森づくりを目指して下記業務を実施した。 

 

１．市所有森林管理事業 

(1) 市所有森林管理業務 

市所有森林の地籍調査業務を実施し、境界の明確化を図ることによって、森林の適正な管理を目指す。 

  (2) 市所有森林整備業務 

   市所有森林において、森林整備や材の搬出体制を整えるための基盤整備として森林作業道の開設を実施した。 

  (3) 市有林産物啓発業務 

   市有林産物である「おおさか河内材※」の普及のため、「おおさか河内材」 

を活用したテーブル等の設置を行った。 

  ※ おおさか河内材 

…河内林業地（河内長野市、千早赤阪村、和泉市、 

河南町、太子町）で生産された木材 

                                   「おおさか河内材」のロゴマーク 

細事業：滝畑千石谷地区の市所有森林管理事業                              

１．市所有森林管理業務 

市所有森林の滝畑地区（35ha）において、地籍調査業務を実施

した。 

 

山林部地籍調査業務委託料 1,627,500 円 

  

 

 

 

 

２．市所有森林整備業務 

市所有森林に森林作業道 320m を開設し、森林整備や材の搬出体

制を整えるための基盤整備を実施した。 

 

市有林産物生産販売業務委託料 2,200,000 円 

 

 

 

 

                                    森林作業道の開設 

３．市有林産物啓発業務 

 市所有森林を含む河内林業地から生産される「おおさか河内材」の普及、啓発を図るために、「おおさか河内材」

を使用したテーブルやベンチを作成して、公共施設へ設置した。 

 

市有林産物啓発業務委託料   195,000 円 


